




松 　岡 　智 　之
　本書『源氏物語解析』の「序」によれば、著者山田利博氏は二
〇〇八年に早稲田大学から博士の学位を授与された。その学位請求論文を中心として本書は構成される。本書は、二十二本の既発表論文による二十一の論考と、八つの「学位請求論文における書き下ろし」の文章とから成り、 「序」 「初出一覧」 「あとがき」を付す。収められた論考は、山田氏の前著『源氏物語の構造研究』（新典社、二〇〇四年）
との重複もあるが、書き下ろしの文章が各





性」 、 第二章 「単一人物と他要素 連関による 現法」 、 第三章 「人物の連関による表現法」 、第四章「人物 連鎖による表現法」 、第













する研究史は、竹内正彦「明石一族物語論の現在 の展望」 （ 『源氏物語発生史論』新典社 二〇〇七年）を参照されたい）
。こうした見方に対








枝巻の薫物合わせで明 の君が無季の香を調合したこと、三は若菜上下 明石入道の手紙および光源氏 ち 住吉参詣を取り上げる。四、五で光源氏・冷泉帝・明石の姫君と連なる「玉」 比喩の連鎖を論じ、六で六条院の四方四季の構造が海竜王の宮であることを取り げ、七で論をまとめる。二～六のさ ざまの観点から、明石の御方こそが六条院の真 主であるとする結論を導く。光源氏死後の匂宮巻の一節「二 とて造り磨き、六条院春の殿とて世にの しりし玉 台も、ただ一人
（＝明石御方）
の




る。梅枝巻の記述には「冬の御方にも、時々によれる匂ひの定まれるに、消たれんもあいなしと思して、薫衣香の方のすぐれたるは……」 とある。ここで明石御方は、とくにわざわざ 「冬の御方」と呼称され、その上で無季の香を調合したことが語られる。季節ごとに香が当てられている で、埋もれて まうの おもしろくないとお思いになって 季節に関わらない薫衣香を調合した、という。梅枝巻で明石御方が具体的 語られるのはこの箇所のみである。明石御方は東宮妃となろうとしている実の娘明石 姫君いまだ対面もかなわぬ状況にあるが、一方で東宮妃 実母となることの重みに釣り合うように「思す」 尊敬表現が用いられている。薫物合わせが行われたのが春であ ことを勘案す と、季節の定まって る香を用意して埋もれたくないというのは、まずは紫上に対する明石御方のひそやかな対抗心だと読め 梅枝巻の文脈では、無季の香を作 ことが六条院の人々の間で上位者であることを示すように語られていない。山田氏 「分か 者には分かる形で示唆されるのが、この薫物合わせだ」
（二〇八頁）
と述べ


































初め藤壺ゆかりの女性達によ 鎮められようとしたが 手くいかず、源氏の実母の血を引き、正当な権利 有する女性であるところの明石御方 手によって逆転され いく話 捉え ことが可能」
（一四二頁）
になるというが、 「鎮められる」対象が何か不分














赴く所は、物語の 「原型」 に近いよ に思われる。こうした点が、
前述の明石御方評価にも関わってくるのであろう。
　以上、本書の第一部を中心に述べた。第二部、第三部の論考に
具体的に言及できなかった点をお詫びする。また、山田氏の既発表の論考の中で、これまた の高い手習い歌論は、前著に収められていることを付言したい。 （二〇一〇年一一月 　明治書院 　Ａ５判 　四二七頁 　税込一一五五〇円）
新 　刊 　紹 　介井野葉子著『源氏物語 　宇治の言の葉』
　本書は、 「宇治十帖の文学的世界を解明




歌も歌語も いられない簡素な散文」からなる大君の心内語が、 『源氏物語』正篇以来の「女の生き難さの問題」 （ 「第五章」 ）を紡いでゆくさまなどが丹念に論じられている。
　「Ⅲ 　浮舟の物語における歌ことば」で





世界を知るうえで必読の書である。（二〇一一年四月 　森話社 　Ａ５判 　四一七頁 　税込七八七五円）

〔上田浩志〕
